
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CASH RADAR PB システム 

会計オプション「Moneytree 取込」操作の手引き 
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〔仕訳の⾃動取り込み〕  

マネーツリーとは、銀行・クレジットカードの取引明細や残高をいつでも手軽に取り込める

資産管理アプリ、Web サービスです。 - 開発・販売 マネーツリー株式会社 - 

●●●  Moneytree（マネーツリー）とは︖ 

マネーツリー「MT LINK」サービス連携によって、銀行取引やクレジットカード取引の明細デー

タを CASH RADAR PB システム「会計」に仕訳としてダイレクトに取り込むことができます。 

これにより、預金通帳などからの仕訳入力をする必要がなくなり、日次業務、月次業務の負担が

大幅に軽減されます。 

 

仕訳データ 

>>>      明細を取り込み  >>> 

入力不要 

銀 行 

      Card 

カード 

１．Moneytree 取込でできること 
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会計オプション［Moneytree 取込］の導入 

「Moneytree」アカウントの作成 

２．必要な準備 

P4～ 

P8～ 
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２．必要な準備 

① オプション「マネーツリー連携」の追加 

① マイページにログイン 

https://mypage.cr-pbs.com/ 

CASＨRADAR PB システム「マイページ」 

PB システム画面上部［ヘルプ（H）］からも 

アクセスできます。 

ユーザーID とパスワードは、会計ソフト［CASH RADAR PB システム］の購入時にお客様が登録した

メールアドレスとパスワードとなります。 

＜月額料金につきまして＞ 

以下でご案内する Moneytree 連携の追加を行うと、会社 1社につき「税込 825 円」が月額料金に加算

されます。 

複数企業システムをご利用の場合は、その会社数に応じて料金が加算されます。 

（例：計 3社ご利用の場合「税込 2,475 円」。） 

パスワードが分からない場合は画面内の              をクリックして下 

さい。 

登録メールアドレスに新しいパスワードが記載されたメールが送信されます。 
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１ 

 

【契約商品の確認】を選択し、確認画面の左上［契約商品変更］をクリックします。 

２ 

 

システム利用規約が表示されます。同意される場合は「同意する」をクリック 

します。 

３ 

 

CASH RADAR PB システムの基本商品を確認して［次へ］をクリックします。 

Moneytree 連携の追加のみの場合は変更不要です。 

 

 

２．必要な準備 

② オプション「マネーツリー連携」を追加 
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４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプションの追加・変更欄において〔マネーツリー連携〕を選択し、［次へ］を 

クリックします。 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約商品変更内容を確認し［変更］をクリックします。 

その後表示される「よろしいですか」に対し[OK]をクリックします。 

[OK]をクリックした時点で、変更後の商品体系に基づいて月額メンテナンス料 

金が変更されます。 

 

２．必要な準備 
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(1)  [メンテナンス]-[システ

ム管理]タブ-[会社情報

設定]の順に選択しま

す。 

(2)  Moneytree 取込を利用

する会社を選択し［利

用者権限設定(※)］タブ

をクリックします。 

 

(※)会計事務所端末の

場合は[担当者者権限

設定])タブ 

(3)  利用者者(担当者)ごと

に、財務会計－会計帳

簿〔Moneytree 取込〕を

チェックし[F2 登録]をク

リックします。 

 

 

 

２．必要な準備 

② CASH RADAR PB システム［Moneytree 取込］の権限設定 
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(1)  会計［会計帳簿］タブの

［Moneytree 取込］をク

リックします。 

(2) 
 

「連携認証情報が登録

されていません」のメッ

セージに対して［OK］を

クリックします。 

(3) 
 

画 面 上 部 の ［ 連 携 認

証］ボタンをクリックしま

す。 

 

インターネットブラウザ

が 起 動 し 、 Moneytree

画面が表示されます。 

続いてアカウント情報

の作成を行います。 

 

 

 

２．必要な準備 

③ Moneytree アカウントの作成（連携認証） 
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(4)  連携認証で起動したブラウザ画面上部

の［新規登録］をクリックします。 

 

既に Moneytree を利用している場合は

[ログイン]をして、以下(6)の作業を行っ

て下さい。 

(5)  メールアドレスとパスワードを入力し、

［利用規約と個人情報保護方針に同意

する］にチェックを入れ［MoneytreeID を

新規作成］ボタンをクリックします。 

(6)  Moneytree の連携認証画面に移ります

ので［連携する］をクリックします。 

 

 

 

 

 

２．必要な準備 
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(7)  「Moneytree 連携認証が完了しました」

のメッセージ画面に移ります。 

Web ブラウザは終了して下さい。 

 

以上の作業で Moneytree アカウントの作

成、ならびに CASH RADAR PB システム

との連携が完了となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．必要な準備 

●●●  Moneytree へのログイン⽅法 
「連携認証」完了以降、PC から Moneytree へのログインは Moneytree 取込画面の〔連携認証〕ボタンか

ら行って下さい。 

なお、連携認証で作成したアカウントは Moneytree のスマートフォンアプリにおいてもご利用いただけ

ます。 
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(1)  Moneytree 取込画面上

部の［連携認証］ボタン

をクリックします。 

(2) 
 

Moneytree にログインし

ます。 

(3) 
 

「金融サービス一覧」画

面が開きますので、銀

行やクレジットカードの

情報登録を行います。 

 

別画面が表示された場

合は、当該画面の上部

【金融サービス一覧画

面に戻る】をクリックして

下さい。 

 

 

２．必要な準備 

④ Moneytree への口座登録 

◆ 各金融機関のインターネットサービスへのログイン情報（ID/パスワード）が必要です。 
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２．必要な準備 

名称で検索を行い、金融機関の登録を始めます。 

以降の画面遷移は選択した金融機関により異なります。 
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２．必要な準備 

Moneytree で正しく金融サービスが登録されると、明細情報が連動し画面右ペインに表示されます。 

CASHRADAR PB システムの「Moneytree 取込」は、この Moneytree に連動する明細情報を“同期”して

仕訳データとして取り込む機能となります。 



- 14 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  【同期】をクリックし、確

認メッセージに対して

［はい］を選択します。 

(2) 
 

処理結果ダイアログを

確認して［閉じる］をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

Moneytree が保持している最新データを 

CASH RADAR PB システムに同期させる作業。 

※ 同期は「１回目実行から２４時間内に計４回まで」という回数上限があります。 

※ 同期を行っただけでは仕訳は作成されません。 

３．Moneytree との「同期」 

① データの同期 
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  おもなエラー事由（ステータス詳細） 

auth.creds.invalid 
Moneytree「金融サービス一覧」で設定した認証情報（ID/パ

スワード）に誤りがある 

auth.creds.otp.invalid ワンタイムパスワードへの回答に誤りがある 

auth.creds.security.invalid セキュリティに関する質問への回答に誤りがある 

auth.creds.captcha.invalid 入力した画像認証の回答に誤りがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．Moneytree との「同期」 

「失敗」となっている場合はその金融機関のデータは同期されていません。 

Moneytree 側で認証などを確認して下さい。 

② 同期の処理結果 
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初回の「同期」完了後〔初期変換ルール設定〕で Moneytree 側の口座情報やカテゴリ情報を CASH 

RADAR PB システムの勘定科目・補助科目に当てはめる作業を行います。 

初回のみ必要な作業ですが運用開始後も設定変更は可能です。 

４．「初期変換ルール」の設定 

① 初期変換ルール設定 

Moneytree から 

連動した情報 

PB システムの 

科目を割り当て 
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(1)  画面左上の[初期変換

ルール設定]をクリック

し、設定ダイアログを起

動します。 

(2) 
 

「口座名」欄に銀行やカ

ードの名称が連動され

ますので、それぞれに

PB システムの勘定科

目/補助科目/部門を割

り当てます。 

 

仕訳取込を行わない口

座においては空欄でか

まいません。 

(3) 

 
「カテゴリ名」欄には 

Moneytree の各種カテ

ゴリが連動されます。 

必要に応じて PB システ

ムの勘定科目を割り当

てます。 

 

最後に［F2 登録］をクリ

ックして下さい。 

 

 

 

 

 

４．「初期変換ルール」の設定 
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同 期 

取 得 

［F2］取込 

① Moneytree の最新データを PB システムに同期 

② 同期されたデータを PB システムの形式ヘ変換して取得、調整 

③ PB システムの仕訳データとして取込（登録） 

５．仕訳データの取り込み 

① 取り込みの流れ 

① 

② 

③ 

仕訳データの取り込みは、対象年月を指定して口座ごとに行います。 

なお［同期］は 1度のみの実行でかまいません（＝［取得］の都度行う必要はありません）。 
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(1)  同期が行われた状態で

データを取得する「口

座」とその「対象年月

日」を設定します。 

(2) 
 

［取得］をクリックすると

選択した口座の明細デ

ータが表示されます。 

 

この後、各明細データ

に摘要や科目を割り当

てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［摘要］… Moneytree の取引内容がそのまま表示されます。PB システムの摘要設定には影響しません。 

［科目］… Moneytree のカテゴリをもとに、PB システムの初期変換ルールに従って変換表示されます。 

      初期変換ルール未設定のカテゴリの場合は空欄になります。 

５．仕訳データの取り込み 

② Moneytree 明細データの［取得］ 

●●●  取得される明細データ（初期値） 

Moneytree 側の明細情報                PBS の仕訳データ 
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① 日付 
取引の発生年月日が表示され、この年月日が仕訳の年月日となります。 

変更はできません。 

② 
ＭＴ判定取引内容 

カテゴリ 

MT 取引判定内容…Moneytree が取得した明細情報です。 ※変更不可 

カテゴリ…Moneytree が判定・設定した取引区分です。 ※変更不可 

③ 金額（借方/貸方） Moneytree が取得した口座の取引金額が表示されます。 ※変更不可 

④ 
摘要 

取引先 

摘要…「MT判定取引内容」が初期表示されます。 

取引先…初期値は空欄となります。 

⑤ 
消費税 

部門 

消費税…初期表示は空欄となり、設定はできません。 

部門…口座に対して初期変換ルール設定に登録した部門が初期表示され 

ます。 

⑥ 
相手科目 

補助科目 

Moneytree の「カテゴリ」に対して初期変換ルール設定に登録した勘定科目

が初期表示されます。 

補助科目がある場合は［補助科目未入力］が初期表示されます。 

⑦ 
相手消費税 

相手部門 

消費税…Moneytree の「カテゴリ」に対して初期変換ルール設定に登録した 

消費税区分が初期表示されます。 

部門…「共通」が初期表示されます。 

 

 

 

 

③ 

５．仕訳データの取り込み 

③ ［取得］実行後の各項目 

①  ②     ③     ④     ⑤   ⑥   ⑦ 
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(1)  各取引明細について、

摘要や科目など仕訳情

報を修正、あるいは追

加します。 

(2)   [F2 取込]を実行しま

す。 

 

取り込まない明細があ

る場合は、F2 取込の前

に〔取込〕欄のチェック

を外しておきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

仕訳行の左端に Moneytree 取込の〔   〕マークが付きます。通常の仕訳と同じように修正・削

除を行うことが可能です。 

５．仕訳データの取り込み 

④ 取り込みの実行（単一仕訳） 

●●●  取り込まれた仕訳データ 
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(1)  複合仕訳を割り当てた

い取引にカーソルがあ

る状態で[F7 複合仕訳]

をクリックします。 

 

 

(2)  サブ画面が起動します

ので、勘定科目などの

仕訳情報を設定し、貸

借差額が生じないよう

に金額を入力します。 

(3)  画面右上の「取込」にチ

ェックを入れ[F2 登録]を

クリックします。  

[F2 登録]を実行した時

点で仕訳が作成されま

す。 

 

 

 

 

５．仕訳データの取り込み 

⑤ 取り込みの実行（複合仕訳） 
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(4)  ［F2 登録］を実行した取

引明細は、“取込済”と

なります。 

 

複合仕訳は 1 取引明細

ごとに取り込みます。他

の取引明細と同時に取

り込むことはできませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．仕訳データの取り込み 

例「借入金の返済」 

［返済］155,264 円 

※銀行明細は１本だが、金額の一部は支払利息という取引 

借入金  140,000 / 普通預金  155,264 

支払利息  15,264 / 

※複合仕訳として取込。「ルール化」により毎回適用することも可能。 

●●●  複合仕訳の活⽤ケース 
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■ 仕訳情報を「ルール化」 

「ルール化」を行なうと、1度設定した仕訳情報が、次回以降「MT 判定取引内容」「カテゴリ」が 

同一の取引明細に対しても割り当てられるようになります。 

６．仕訳の「ルール化」 

① 「ルール化」とは 

■ 次回以降の同期/取得 

MT 判定取引内容 と カテゴリ が一致 

した取引明細に、ルール化した仕訳情 

報が自動的に割り当てられます。<※> 

<※>MT 判定取引内容は、その文字列の完全一致、部分一致（前方、部分）を設定できます。  

また、MT 判定取引内容とカテゴリが一致したうえでの「金額範囲」を設定することも可能です。 
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(1)  仕訳情報を設定し「ル

ール化」にチェックを入

れます。 

「取込」のチェックは必

須ではありません。 

 

 

複合仕訳の場合は 

［F7 複合仕訳］のサブ

画面内にチェック欄が

あります。 

 

(2)  [F2 取込]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．仕訳の「ルール化」 

② 「ルール化」の手順 

●●●  「ルール化」された取引明細 

「ルール化」を行った以降、そのルールと同条件と判定された取引明細は緑色で表示されるように

なります。 
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(1)  口座を選択し、画面上

部［変換ルール設定］を

クリックします。 

 

(2)  サブ画面で修正等を行

い［F2 登録］をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．仕訳の「ルール化」 

③ 変換ルール設定 

［変換ルール設定］ではルールの詳細設定および修正、削除を行います。 

・仕訳情報の修正 

・ルールの削除 

・金額範囲の条件設定 

・判定文字列の条件設定 

・複合仕訳の固定金額設定 
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① 一致条件 

ドロップダウンリストから「完全一致」「前方一致」「部分一致」のいずれか

を選択します。 

初期値は「完全一致」です。 

② 判定文字列 
一致条件にあたる文字列を直接入力します（2文字以上）。 

完全一致の場合は入力できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．仕訳の「ルール化」 

④ 変換ルール設定（判定文字列の設定） 

① 
② 

＜例＞ 

完全一致では、次月の明細情報が「デンワリ

ョウ 2024-07」である場合、不一致となりルー

ルが適用されない。 

 

 

 

前方一致としておくことで、次月以降は「デン

ワリョウ」で始まる明細情報であればルールが

適用される。 
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パークサービス 

駐車場 

前方一致 30,000 

 
パークサービス 40,000 

パークサービス 

駐車場 

前方一致 40,000 

パークサービス 45,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．仕訳の「ルール化」 

⑤ 変換ルール設定（金額範囲の設定） 

＜例＞ 

同じ貸主の駐車場を複数契約しており、明細が複数件発生する。 

営業車用、トラック用など、それぞれ異なる摘要や補助科目、部門

を用いた別仕訳として取り込みたい。 

明細における「金額」を条件に含めてルール化を行うことにより、上記例では明細における金額が 

3 万円台なら A＝営業部門、44,000 円なら B＝製造部門というように、別仕訳として取込が行われ 

ます。 

■ 金額設定の注意点 

同一の取引間で金額範囲が重複している場合はルール化ができません。 

上記においては、Bの金額範囲のうち 40,000 が A と重複しているためエラーとなります。 

（例：Bを 40,001～45,000 とした場合はエラーとならない） 

A 

 

B 
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６．仕訳の「ルール化」 

複合仕訳を「ルール化」した取引明細は、仕訳情報欄が“複合仕訳参照”と表記されます。 

変換ルール設定画面の［F7 複合仕訳］から修正画面を起動してください。 

複合仕訳設定サブ画面では仕訳情報に金額を登録することが可能です。 

発生金額が毎回固定されている取引明細に活用して下さい。取込実行時に貸借差額が生じる場合は、実

行時に直接入力を行います。 

⑥ 変換ルール設定（複合仕訳の固定金額設定） 
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(1)  変換ルール設定画面に

おいて、複製したいル

ール（＝コピー元）にカ

ー ソ ル が あ る 状 態 で

［F6 追加］をクリックしま

す。 

 

(2)  コピー元の下の行にル

ールが複製されます。 

内容が重複しないよう

に調整を行い［F2登録］

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

６．仕訳の「ルール化」 

⑦ ルールの複製 

複合仕訳をルール化している場合は［F7 複合仕訳］で当該ルールを表示させたうえで［F8 伝票複写］

を行います。 

●●●  ルールの複製︓複合仕訳の場合 
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［非表示］をチェックして[F2 取込]を行なうと、次回以降の同期/取得において、該当取引明細が表

示されなくなります。 

非表示 ✓ 

の取引明細は初期表示されなくなる。 

例＞複数の口座を Moneytree で管理している場合の当該口座間の取引。 

◆双方を取り込むと仕訳が二重で作成されてしまうので、片方を「非表示」として取り込ま 

ないようにする。 

すみれ銀行「2024/5/31 ケヤキ銀行へ \10,000」  

ケヤキ銀行「2024/5/31 すみれ銀行から \10,000」 

次回以降、この口座の 

６．仕訳の「ルール化」 

⑧ 「非表示」の設定 

●●●  ［⾮表⽰］にするケース 
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